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産物 を生薤す る醗 酵系列 に 入 る 可き型 を備 え て い る，

・L ス テ ル 醸 酵 の 酵 素 も こ の 見地 に 立 つ て 酵素系 と し て

の 研究 が 必 卿 で あ る．

　　　S．酵母の 燐化合物に つ い て

　　　　　　　キ リ ン 科學 研 究 所　黒岩　芳 郎 σ5分 ）

　　　酵母の 燐化合物は 分析的 に酸 可 溶性隣 r
ア ル コ ール

　　可溶性臨 核 駿 隣 ， 燐蛋 白 隣に 分劃 され る．而して 酸

　　可 溶性隣は 有機及 び 無 殘 舞化 合 物 を包 含 す るが一般 に

　　TCA を抽 出試 劑 と して 用い る を常 とす る．特 に 酵母

　　を饗象と し て酸可溶性物質 を抽出す る場合は酸 として

　　TCA の 如 きを撰 睾す る慕 は脛 臉上 不適 當 と 思 わ れ こ

　　れ は除蛋 白劑 とみ るべ きで ある．メ タ燐酸 の 形状に 就

　　て は 現在 に 至 る一ま で 酸 叮 溶性 及び 酸 下 礬陸 の 2 亟が 區

　　別 きれ そ の 化學 溝造並 び に 生 理 機髭の 異 る もの と見做

　　されて い る．且 メ タ燐酸 は鹽 の 形態 に て 存在し細胞の

’
　 蛋 白或 は 窒 素 化 合 物 と結合 し て い な い と され て い る．

（ 15 ）

醐 1二に 於 け る メ タ鰓 の 發見 は 1888年 リーベ ル マ ン の

業i績 で あ る がか S る メ タ燐酸 が 常 成 分 と して 細 菌 類，

下 等動物 ， 植物界 に 存 在す る事 が 確 め られ 比 較生 化墨

的 に 高等動物 と異 り高 ヱネ ル ギー燐化合物 と して こ れ

等 の 生 物 は ク レ ア チ ン 燐酸 を欠 きそ の 代 リ メ タ鰍 を

然か もポ リ マ ー一の 形態 で 含有して い る事 は興啝桀い ．

メ タ燐酸が高エネ ル ギ ー
結今 の 化含 物 で あ る事が證明

され た 以 上 ピ ロ フ t ス フ ア ターゼ
’
， 　b リ フ オ ス フ ア ダ

ーゼ
，

メ タ フ オ ス フ ア タ ーぜ ，
メ タ燐酸 デ ポ リ メ ラ ー

ゼ の 存在 と考 え合 せ る と酵母に 於け る メ タ 燐酸は エ ネ

ル ギ ー供論の 役 目を 演ず る 康 に 思われ る．燐飢餤酵母

が オ ル ト燐酸 を含む培養基 よ り急速 に 合成す るバ ソ フ

イ リーの 物質が メ タ 燐酸 で あ ると確 め られ た事 は注 目

に 値す る ．然 し な が ら メ タ 燐酸 の 酵母に 於 け る 意 義 は

尚騨明 され て い ない ．
’
酵母の 燐化合物 の 分布 を橡 し メ

タ燐酸 の 醗 酵力 と の 闘係及び 他 の 燐化合物 との 關聯を

檢討し た．

匣　 バ ン酵母 及 び食飼料酵 母 に關す る 問題 　（午後 1 時 よ り）

　10，亞 硫酸パ ル プ廢液よ リ食飼料用酵母 の 製

　　　 造

　　　東 洋紡 纎維 化 學 研 究所 　三 輪　萬治 （20分 ）

　 1） 亜 硫酸 ペ ル プ廢液 に就 て

　亜 琉 酸 パ ル プ 製 造 に 於 け る撥i液 の 生載 過程 の 概要を

説明 し ， その 廢液の 成分及びそ の 利用の 傾向を論じジ

併 せ て 工 場 に 於け る 廢液 の 處 鸚 即 ち 河川汚濁の 防止

現况 に就 き設開す．

．2） 廢液 よ り酵 『櫻 造 の 沿革

　衣 匸業 の 先 避國 IDち獨乙 及 び 米國 に 於ける發 達 過程

を 醗明し，併 せ て 國内｝t於け る現在迄の 研究經過 を概

説 す．

　3） 使 用菌株 に 就て

　 ト ル ラ ク チ リ ス 及 び ミ コ ト ル ラ  ’ポ ニ カ に就 き概證

す．

　 4）　廢液 よ り酵母鑑 枢无要

　 パ ラ フ
’
製造過程 よ り廢液iの 採取 及び 此れ の 中和並 び

に 添加榮養源 に 就 き論 じ，引 續 き醗 酵 分離 訖燥の 諸想

題 を槽既 す
．
．

　 5）　逋蝋鱧蠶装置に 就 て

　遖 籖醗 騨裝i置 の 溝進 に 關 し概 溌 し，そ の 蹈 還，冷 却，

通 瓢 P方 式 に 關 し 読明 す
1
．擒本装置の 運轄 に 就 き，實

施 例 に 基 き概溌 し，併 せ て lq動芻卸 に 關 し論 ず．

　6） 本工 業 の 企 業化 に 野 す る考 察

　電 力，用水 ，燃料，補 功榮 養源等 の原坦位 を 概詭し．

併 せ て 需要 の 間題及び工 業化 の 規模に 就 き論ず．

　 7）　酵 母の 食 飼料 化に 就 て

　酵母成分 に 就 きそ の 分析例 に よ り概證 し，現在迄國

内得機調に於 て 蟹施 せ る各邇飼養試驗 並び に給食試驗

に 就 きそ の 概 要 を 読 明す．

　11．酵母の 藥用及び食飼料化に關 する問蘯

　　 大 日本 ビ タ ミ ン 製藥 KK 　柄多　1眞二 （20分）

　本邦 ecntて 藥眉酵母の 製造が 創 め られ て か ら30年近

くに な るが ， 以 來榮ii萎學 ， 生化學 の 進歩 と相俟つ て 藥

用酵母の 許價 の 増 大 と需要堰加 も著 しい もの が あり，

國民の 県建衞生 に 果 して い る酵 母 の 功績は極め て大 で

あ る．一
方 ， 食用 ， 飼料用酵母の 製造 は，之 が 安價 ，

高能拳 の 立 體杓機賊化農業 として 期待 され る産業 で あ

る に もか か わ らず，そ の 工 業化は歐米 に 比 し立 遲れ て

い るが ， 近年 亜硫 酸 驥夜等 を 利用 し た WALDHOF 醯

酵 方式 に 依 る Pentose 同 化性酵母の 生 薤が 研究 さオし

つ つ あ り，こ の 樣な 國内未 利用費源活用に よ る 酵母の

食罎化の 漿展は汽…目に 價す る．

　醗造酵母を醫〜Pt用 に 利用す る 爲 に は，普通 Screc−

ning ，脱 告1朱，温三滌，乾燥の 諸 工 程 を 經 る こ と eLよ

つ て，苦賑 物質その ‘伽 ）夾雜物 の 除夫さ1けこ乾燥酵母

と 1｝
．
る の ℃ あ るが，こ の 聞 ， 酵母細 胞 や 内容成分 を害

イ） 〆よr‘丶樣 ん∫方 渥ミノノ．：と 匹ヨイし1．〕，　醸 造 酵 母 〔り榮 養 價値 ｝ま，

そ の 豊富 な u
“

女 ミ ン B 複合體 ，重 要 ア ミ ノ酸 よ り成る

蛋 白質 2 共 の 他多數 の 榮養成分に あり， こ れらの 含有
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